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令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立泰平中学校 ）     学校番号 ２３６                            【様式】 

目 指 す 学 校 像 季節の花と明るい挨拶にあふれ、生徒一人ひとりの夢と生きる力を培う学校  ―大好き TAIHEI―        

          

重 点 目 標 

１ 「学びの指標」とＩＣＴを活用した基礎学力の向上 

２ 生徒指導・教育相談体制の充実を図り、生徒が安心・安全に過ごせる学校環境づくり 

３ 保護者・地域等とのコミュニケーションを基にした、コミュニティ・スクールの効果的教育活動の展開 

４ 生徒・保護者・地域から信頼される教職員に向け、指導力向上と資質向上 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 6年 2月 26日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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〈現状〉 

○学校評価「自分は意欲的に授業に取り組んでい

る」の設問に対する肯定的な回答が 90%を超えて

いる。 

○市学習状況調査において「授業で、ＰＣ・タブレ

ットなどのＩＣＴ機器を活用して授業に取り組ん

でいる」の問いで、使用頻度が市の平均よりも高

い。 

 

〈課題〉 

○令和５年度学校評価保護者アンケートで「お子さ

んは基礎学力が身に付いている」の設問に対する

肯定的な回答が 80%には達していない。 

○市学習状況調査において「自分で課題を立てて情

報を集め整理して，調べたことを発表するなどの

学習活動に取り組んでいますか」の問いで、やや

課題が見られるため、さらに高めたい。 

○市学習状況調査において「学習した内容につい

て，分かった点や，よく分からなかった点を見直

し，次の学習につなげることができていますか」

の問いで、やや課題が見られるため、さらに高め

たい。 

・タブレット型

ＰＣを活用し

た授業実践 

 

・データ活用等

による授業改

善 

①情報を収集し適切に要約したり、説明したりすること 

に教科等で取り組む。 

②データの可視化とデータ蓄積による個別最適な学びの 

授業に取り組む。 

③スタディサプリやドリルパーク等の活用、課題への取 

組を積極的に取り入れ、生徒が目標をもって学習する 

ことで、基礎学力の向上を図る。 

④教員相互の授業観察を通じての学びあいによる、教員

の授業力を向上させ、基礎学力の向上を目指す。  

⑤「学びの指標」のアンケートの実施し、授業実践の課

題把握による、授業力の向上と指導方の改善を行う。 

⑥全国及び市の学習状況調査の結果の分析による、生徒

の課題の克服に取り組む。 

①学校評価「自分は基礎学力が身に付いてい 

る」の設問に対する肯定的回答が80%以上 

となったか。 

②学びの指標「ICTの活用」で0.3ポイント向

上することができたか。 

 

③調査結果の分析を行い「学びの指標」のア

ンケートを実施し、授業改善の視点、手立

てを設定することができたか。 

 

①学校評価における生徒の肯定的な回答の割合は

84.4％であった。 

②学びの指標「ICT の活用」で 0.1 の上昇であっ

たが、前年度の市のよりも高い数値であった。 

③学びの指標アンケートを１、2 学期に１回ずつ

実施することにより４つの指標を意識すること

で、数値の向上が見られ授業改善に繋げること

ができた。 

④市教委より講師を要請し、学習状況調査の分析

の研修を行った。無回答の生徒についても減少

している。 

Ｂ 

・個別最適な学びを実現するため、スタデ 

ィサプリからの課題配信を継続して活用 

していく。 

 

・学びの指標アンケートを今後も継続して 

校内において実施し、授業改善に繋げ、 

授業力の向上を目指していく。 

 

・方策評価指標からの達成状況

を見ると、ほぼ達成の Aに近い

値であると感じる。一人一台の

タブレットパソコンを授業で使

用することが日常となってい

る。今後もＩＣＴを活用しなが

ら、授業の充実を図ってもらえ

ればと思う。 

・世界に開かれ

た窓としての

ＩＣＴのより

効果的な活用

を通した幅広

い学習方法の

充実 

①ICTを効果的に活用し、情報活用能力を高める学習活

動や、STEAMS、SDGs を関連付けた探究的な学習活動

を位置付け、生徒の表現力の向上を図る。 

 

②ICTを活用し、協働する場面を意図的に設定し、生徒

が主体的・対話的で深い学びに向けた授業を実践す

る。 

①市学習状況調査において「コンピュータを

活用して情報を集めて整理したり，分析し

たり，まとめたりする学習をすることがで

きましたか」の問いで、肯定的な回答90％

以上にする。 

②全国学力・学習状況調査の結果・分析にお

いて、年度目標の課題に挙げた課題が克服

の傾向となったか。 

①「コンピュータを活用して情報を集めて整理し

たり，分析したり，まとめたりする学習をする

ことができましたか」の問いにおいて、肯定的

な回答９５．８％であった。 

②「学習した内容について、分かった点や、よく

分からなかった点を見直し、次の学習につなげる

ことができていますか」の生徒の肯定的な回答の

割合は 89.4％と高い数値であった。 

Ｂ 

・児童生徒の探究的な学びの実現を目指した 

本市独自の取組「学びのポイント『じ・ 

し・ゃ・ク』」の展開を図り、教師の指導 

力向上及び授業改善と、さらなる生徒の主 

体性の育成に努める。 
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〈現状〉 

○学校評価「自分は楽しく学校生活を送っている」

「自分は命の大切さを考え、健康や安全に気を付

けた生活をしている」の設問に対する肯定的な回

答が 90%を超えている。 

○昨年度、施設・設備の不具合等が主な原因と考え

られる生徒のけがは０件、緊急搬送は 1 件、アレ

ルギー緊急対応は０件だった。 

 

〈課題〉 

○生徒一人ひとりの状況を的確に把握し、適切なタ

イミングで組織的に支援・相談していく体制、仕

組づくりが課題である。 

○生徒の潜在的な心のゆれを早期に把握し、きめ細

やかな支援を、組織的に行う必要がある。 

〇校舎の老朽化による雨漏りがあるため、校内の設

備への影響が課題である。 

・校内の生徒指

導 ・ 教 育 相

談・特別支援

体制の充実 

①校内における生徒指導部会及び教育相談部会で、生徒

の関する情報共有と対応方針を検討・実践し、個に応

じた指導を行う。 

②障害等による学習上、生活上の困難がある生徒に対し

ての適切な支援方法、具体的な教職員の言動について

研修を行う。 

③「心と生活のアンケート」や「スクールダッシュボー

ド」学校独自の「いじめアンケート」を実施し、随時

実施する教員との面談によって、個の実態の把握に努

める。  

④さわやか相談室や「Sola るーむ」の活用による長欠傾

向にある生徒へのかかわりを深める。 

①様々な生徒の課題に、校内委員会を中心

に、迅速かつ的確に対応し、その取組を保

護者や関係機関と適切に連携することがで

きている。  

 

②長欠生徒が前年度と比較し、減少の傾向と

なったか。 

 

①学校評価における「悩みや相談事に親身に応じ

る」において、肯定的な回答の割合は生徒

95.1％、保護者 86.5％と高い数値であった。講

師を招致し、人権やユニバーサルデザインの研

修を行った。 

 

②減少することはできなかったが、相談機関と連

携することや、Ｓola るーむの活用を進めるこ

とができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

・今後も、生徒や保護者に丁寧な説明と寄り

添った言動を心掛け、地道に信頼関係を構

築していく。 

・発達心理、児童心理についての知見を深

め、教員の価値観を一方的に示すのではな

く、コーチングの姿勢で生徒、保護者対応

にあたる。 

・Ｓola るーむの活用について工夫・改善を

行い、多くの生徒の居場所を確保してい

く。 

 

・方策評価指標からの達成状況

を見ると、ほぼ達成の Aに近い

値であると感じる。 

 

・Ｓｏｌａるーむの運営する人

員について、協力いただけるボ

ランティアを募集した方がよ

い。 

 

・大規模な修繕については、交

通安全の観点からも地域に知ら

せして欲しい。交通安全指導に

ついては、協力できるところは

協力していきたい。 

・生徒が安心・

安全に過ごせ

る学校環境の

美化・整備 

 

①安全主任を中心に校舎内外施設の安全点検を毎月行

い、教育委員会とも連絡を取りながら、迅速に対応す

る。 

②傷病者発生訓練、アレルギー対応訓練、熱中症対応訓

練等を確実に行う。 

③安全及び健康に関する指導の充実とともに、校舎内外

の施設・設備の改善を行う。 

①安全主任をとおして、全校で校舎内外の安

全点検を毎月行われ、破損個所は迅速に対

応されていたか。 

②毎学期の避難訓練、年２回のＰＴＡとの緑

化・環境整備を実施したか。 

③学校評価の「学校は環境美化に積極的に取

り組んでいる」で肯定的な回答 90％以上に

する。 

①毎月の安全点検は計画通りに進めることができ

た。また、破損個所は、業務、事務、施設課と

密に連絡を取り合い、迅速に対応できた。 

②毎学期の避難訓練は、計画的に学校全体で災害

等を想定して真剣に取り組むことができた。

PTA との緑化活動も計画通りに進めることがで

きた。 

③学校評価における保護者の肯定的な回答の割合

は 90.4%であった。 

 

 

 

Ｂ 

・次年度は、大規模修繕や体育館エアコン設

置工事等が予定されているため、実技教科

の授業や部活動に与える影響を最小限にす

るために、年間計画の見直しや代替の活動

場の借用等、様々な工夫に努める。 
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〈現状〉 

○本校学校運営協議会を通し、「心をつなごう 手を

つなごう」というキーワードを共有した。本年度

はボランティア活動の推進により一層積極的に取

り組む。 

〈課題〉 

○昨年度に引き続き、目指す生徒像について、学

校・家庭・地域全体で共有できるようにする。ま

た、生徒に身に付けさせたい力については、今年

度も、実現に向けた方策を定めていくことが課題

である。 

○新しい「開かれた学校づくり」をいかに実施して

いくかが課題である。 

・本校の学校運

営協議会及び

教育活動の積

極的な情報発

信 

①大きく変化する学校教育に係る説明機会を創出するな

ど、地域に開かれた学校づくりの一層の推進。 

②地域や保護者に学校の様子を多く公開することで、目

指す生徒の姿等を広く、家庭、地域と共有できるよう

にする 

①学校評価「学校は家庭への連絡や情報提供

を積極的に行っている」の設問に対する肯

定的回答が 90%以上となったか。 

②安全対策を取りながら、年間５回以上、学

校公開を行ったか。 

①学校評価における保護者の肯定的な回答の割合

は 87.3％であった。 

②年間 14回公開し、情報モラルの向上を図るため

に、スマホ・タブレット安全教室に保護者の方

にも参加できるようにした。 

Ｂ 
・保護者・地域に、生徒・教職員の取組を積

極的に公開し、学校運営を周知していく。 

 

・ＩＣＴの活用により、保護者

の確実に情報が入るようなって

きた。 

・地域の活動について、生徒と

意見交換ができたことはよかっ

た。今後も引き続き意見交換を

行っていきたい。生徒との意見

交換を踏まえて、ボランティア

のお知らせする方法も考え工夫

していきたい。 

・継続的な取組

に向けた「泰

平中コミ・スク

成長プラン」

の策定と行動 

①様々な取組に、生徒の意見を反映する機会を設ける。 

②学校外での様々な地域活動に生徒が参加する機会を設

けていく。 

①コミュニティ・スクールに生徒が参加する

ことができたか。 

②市学習状況調査「今住んでいる地域の行事

に参加していますか」の設問に対する肯定

的回答が昨年度より高くなったか。 

①生徒会役員が参加し、地域ボランティアをテー

マに話す機会を設定し、生徒の意見を反映する機

会を設ける。 

②学校運営協議会と連携しながら進めることができた。 

地域のボランティアや行事に積極的に参加する生徒が増

え、ボランティア活動に登録する生徒は７８名を超えてい

る。その結果は市学習状況調査の設問でも昨年より高い値

に現れていた。 

Ｂ 

・地域ボランティア活動は生徒たちに貴重な

経験の場となっており、自治会ごとの行事

にも積極的に参加させていきたい 

・関係機関・諸団体と連携し、泰平中の地に

根差せる具体的な取組を生徒も交えて話し

合いを進めていく。 
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〈現状〉 

○ICT を積極的に活用し、協働的な学習を取り入れ

ることにより、主体的・対話的で深い学びの実現

に向けて取り組んでいる。 

○教職員の世代交代が急速に進む中、特に、若手教

職員に対する育成を積極的に進めている。 

〈課題〉 

〇様々な教育課題に適切に対応できるよう、実践的

な校内研修が必要である。 

○スクールダッシュボードの活用による、学習面、

生活面における指導による授業改善や情報共有に

よる組織的な支援の推進。 

・教育 DX に向

けた「シン・

GIGA スクール

構想」の確実

な 実 践 及 び

「よい授業」

づくり 

 

 

 

①年間を通して組織的に、教職員の授業内容や ICT活用

能力の資質向上に取り組む。 

②教科横断的に授業実践等を見合い、学びあい、共有

し、教員の授業力を高める 

③多様な生徒に対応した指導に向け、ICTを活用した授

業実践及び有効な活用手段を共有し、教員の資質を高

める。 

③学びの指標やよい授業のシステムを活用した授業づく

りを目標に掲げ、管理職による全職員の授業参観及び

指導・助言を行う。 

④研修主任と連携した、校内研修の企画や管理職による

服務規律に関する校内研修を計画的に実施する。 

①学校評価「わかりやすい授業をしている」

の設問に対する肯定的回答が 90%以上とな

ったか。 

②「学びの指標」に関するアンケートの 2 回

の集計結果での学習課題をふまえて、自分

が解決することを自分で決めているが、前

年度より向上しているか。 

③研修履歴を活用し、一人最低 1 回は研修

を受けたか。 

 

①学校評価の生徒の肯定的な回答の割合は 95.5%

であった。 

②「学びの指標」に関するアンケートの 2回の集

計結果において、前年度より 0.36ポイント向上

していた。 

③講師を招致しての研修を 2回や管理職による服

務規律の研修、生徒指導研修等を計画的実施す

ることができた。 

 

Ｂ 

・ＩＣＴ機器の効果的な活用も含め、教職員

の指導方法を改善及び充実させる必要があ

る。また、より一層、教職員一人ひとりの

資質の向上に努めていく。 

・より一層、指導方法を工夫・改善し、「分

かる授業」を目指し、個々の教師の指導力

向上に努めていく。 

・研修の目的を明確にし、教職員の資質向上

に努めていく。 

 

・ＩＣＴを活用していくには、

ソフトも必要と感じる。校種に

よっては、ソフトを購入し活用

していると聞いている。 

 

・よりよい授業に向けて、実践

を積み上げてもらいたい。 

 


